
東日本高速道路株式会社 北海道支社 
 支 社 長  長内 和彦   

質問書に対する回答 
（工事名） 道東自動車道 新得工事   

質問事項と回答 

番号 質問事項 回  答 
１ 特-（8）のり面点検階段工 のり面点検階段 A、B、C 手摺工

A、B、C 
【設計図】位置図・平面図・縦断図・横断図の、平面図旗揚げ

寸法と横断図の法面長さを確認しますと、のり面 1 段の長さが

異なっている（2 倍程度）と思われます。点検階段及び手摺工

の数量について、ご教示願います。 

金抜設計書に示す設計数量を正として算出ください。 
 

２ 避難連絡坑 CⅡ－K－S 支保パターン 
⑦-6【設計図】支保パターン図(8)（16/76）を確認しますと、1
サイクル当りの掘進長は 1.2ｍと吹付け・ロックボルト材料表

に記載されておりますが、割岩工法を用いているため、⑩-1,2
【参考図】割岩掘削 穿孔パターン図（56/56）では、掘進長

は 1.0ｍと 0.8ｍになっております。どちらが正しいと考えれば

よろしいでしょうか。ご教示願います。 

参考図 割岩掘削 穿孔パターン図（56/56）の記載の屈進長が正しい

値となります。 
 
 

３ 2-（6）構造物掘削 特殊部 B 
【参考図】ペンケオタソイ川橋（下り線）P-1 橋脚仮設図

（1/7）（参考図）の、2 段目平面図の 2.5 段目アンカー部の腹

起（H-300）寸法が L＝2.5ｍとなっておりますが、同参考図

（6/7）の山留材材料表を確認しますと、腹起（H-300）寸法は

L=4.5ｍだと思われます。図面腹起長さについて、ご教示願い

ます。 

参考図 ペンケオタソイ川橋(下り線) P-1 橋脚仮設図 (6/7) (参考図)
の腹起Ｈ-300×300×10×15 の寸法は L=4.5m が正となります。 
 



４ 2-（6）構造物掘削 特殊部 B 
【参考図】ペンケオタソイ川橋（下り線）P-1 橋脚仮設図

（6/7）（参考図）の、山留材材料表について、同参考図（2，
3/7）の 4・6 段目平面図、5 段目平面図を確認しますと、高強

度腹起に接続する腹起（H-400）は、1 段使いであるため、そ

れぞれの員数は、24 ではなく 12 になると思われます。腹起

（H-400）の材料表数量について、ご教示願います。 

参考図 ペンケオタソイ川橋（下り線）P-1 橋脚仮設図（2/7）・（3/7） 
に記載のとおり 4・5・6 段目にて使用する高強度腹起に接続する腹起

しＨ-400×400×13×21 は それぞれの員数は 12 本となります。 
 

５ 2-（6）構造物掘削 特殊部 D 
【参考図】ペンケオタソイ川橋（下り線）A-2 橋台仮設図

（1/5）（参考図）の、山留材材料表について、同参考図（1，
2/5）の 1～4 段目平面図を確認しますと、1，2 段目の腹起及び

隅火打は、H-300 を使用し、3，4 段目の腹起は、H-350 を使

用し、隅火打は、H-300 の使用となっていると思われます。図

面表記部材と寸法から山留材材料表に示しますと、以下の材料

表になると思われます。当該図面の山留材材料表について、ご

教示願います。 
 

 
 

参考図 ペンケオタソイ川橋（下り線）A-2 橋台仮設図（1/5）（参

考図）の山留材材料表の正は以下となります。 
 

 
 

６ 特-（4）長尺先受工 打設工 A（L=9.5m）打設工 B（L=12.5
ｍ） 
長尺先受工の削孔システムについて、ロストビットタイプでし

ょうか、それとも、パイロットビット回収タイプでしょうか。

ご教示願います。 

御社の施工計画に基づき計上してください。 



７ ⑦-6【設計図】広内トンネル 支保パターン図(7) 
⑩-1,2【参考図】積算参考図 制御発破計画図(5) 
広内トンネルの非常駐車帯 CⅡ－B2－L の施工方法について、

制御発破（導火管付雷管）による一発破進行長 0.6ｍでの掘削

と考えますが、その際の鏡吹付け、吹付コンクリート、及びロ

ックボルトの施工は、2 回発破後にそれぞれの施工を考えてい

るのでしょうか。ご教示願います。 

そのとおりです。 
 

 


